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落雷によって生じたアカマツの集団枯損発生事例 

 

  

図－１． 被害木の分布 図－２． 落雷によってできた裂傷 
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１ 研究の背景 
 岩手県種市町でアカマツの集団枯損が認めら

れ、枯損原因が不明であったことから、久慈地

方振興局と合同で現地調査を行った。 
２ 研究方法と結果 

被害地は平坦地で、林齢 69 年生、平均樹高

25ｍのアカマツ林であった。被害は半径 20ｍ
程度の円形状に発生しており 61 本が枯死もし

くは一部枝枯れをおこしていた。中心付近の枯

死木１本の樹皮に裂傷が認められ、落雷による

被害で集団枯損が発生したと考えられた。 
被害木に寄生した昆虫相を調べたところ、中

心付近は平成７年秋に、外縁付近は平成８年春

以降に衰弱枯損したと推定された。その後の調

査から平成７年の７月と８月に落雷が発生し

ていたことがわかり、どちらかの落雷によって

平成７年秋から８年春にわたり、中心から外側

にかけて次第に衰弱、枯死したと考えられた。 
３ 成果の活用 

落雷の被害を受けた林分に発生する症状を表

－１に示す。過去、岩手県では多くのアカマツ

集団枯損が発生しており、原因不明で処理され

た事例もあったが、本件の様に落雷でも集団枯

損が発生することから、アカマツ枯損原因調査

の場合の一つの検討メニューが示された。 
 

表－１．落雷の被害の特徴 
項 目 特  徴 

被害本数  １～数本の場合のほか、半径

十数ｍ程度の円形状に集団枯

損することがある。周辺部は枝

枯れ症状で済むことが多い。 
被害形態①  落雷を受けた木（集団枯損の

場合は中心付近に数本の場合

もある）に数ｃｍ幅で樹皮が弾

け落ちる裂傷が形成されるこ

とが多い。樹幹の破壊がみられ

る場合もある。 
被害形態②  枝枯れ症状の被害木は、中心

方向を向いた枝が枯れること

が多い。 
被害形態③  枯死しない木であっても形成

層帯が部分的に傷害を受ける

ことがあり、巻きこんでカルス

が形成されることがある。 
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凡例 
● ：枯死 
▲：一部枝枯れ 
○：健全 




